
ここにあるスライドは、二種病原体等を所
持する施設について、感染症法および厚生
労働省令に示されている施設の基準、保管
等の基準をわかりやすく表したものです。

これらのスライドには、紙面の都合から、
すべての基準は記載されておりません。

また、経過措置を設けている部分もありま
すので、詳細については、条文等をご確認
いただくか結核感染症課にお問い合わせ
下さい。



実験室の施設基準例示（ﾍﾟｽﾄ菌、SARSｺﾛﾅｳｲﾙｽ、炭疽菌、野兎病菌）
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詳細は、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを参照下さい。 http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou17/pdf/03-05.pdf
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検査室の施設基準例示（ﾍﾟｽﾄ菌、SARSｺﾛﾅｳｲﾙｽ、炭疽菌、野兎病菌）
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詳細は、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを参照下さい。 http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou17/pdf/03-05.pdf
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実験室・検査室の施設基準例示（ﾎﾞﾂﾘﾇｽ菌・毒素）

安全キャビネット ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ等
滅菌設備

実 験 台

保管庫

出
入
口

流

し

直接、滅菌する前のﾎﾞﾂﾘﾇ
ｽ菌・毒素および汚染物品
等は流さないことを平面図
内に明記すること

感染症法では、設置
義務はないが、従来
どおり、実験室ﾊﾞｲｵ
ｾｰﾌﾃｨｰ指針（WHO
第３版）を参考に、感
染防御策を講じること

管理区域

必ずしも実験室
内の設置でなく
ても構わない

毒素を接種し
た動物の飼育
設備の位置に
ついて制限は
ないものの、毒
素をﾏｳｽ等に
接種する場合
は、接種後の
動物の実験室
内の飼育場所
を明記すること

詳細は、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを参照下さい。 http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou17/pdf/03-05.pdf
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